






































































































































































































































































































































































































法事 父 母 父母計
告別式 1438，253 1236，7762，6 5，029
初七日 106，122 84，837 190，959
第二　七日 29，886 20，253 50，139
第三　七日 49，524 25β84 75，208
第四　七日 22，458 23，814 46，272
第五　七日 85，407 82ρ19 167，426
第六　七日 30，801 21，96052761
四十九日 394，709 97，317 492，026



















































































































1949 一 一 一 一 58 571，846
1950 一 ｝ 一 一 1，128 698，827国勢調査
1951 一 一 一 一 2，297 2，744 一
1952 一 一 一 一 2，780 9，817 754，900
1953 一 一 一 一 3，774 12，365769，300
1954 184 170 13 367 4，448 13，870 787，700
1955 335 206 ll 552 5，688 16ρ83 801，065国勢調査
1956 698 252 9 959 7，820 19，400 820，000推計
1957 1206 292 8 1，506 8，840 20，245 835，000推計
1958 1，804 633 6 2，443 10，986 22377854，000推計
1959 2，120 817 7 2，944 12，067 26，194 873，000推計
1960 2，430 1，322 7 3，759 14，412 33，566 883，122国勢調査
1961 2，487 2，066 5 4，558 17，589 42，559894，000推計
1962 25683344 4 5，916 22，558 49，925 906，000推計
1963 2，570 5，678 4 8，252 28，843 62，411 919，000推計
1964 2，102 6，687 3 8，792 32，521 78，082 927，000推計
1965 1，816 11，164 3 12，983 41，427 92，143934，176国勢調査
1966 1，459 17，305 3 18，767 54296112，459 942，000推計
1967 1，309 25，170 3 26，482 70290128，284 949，000推計
1968 1，432 31β03 3 33，238 84，428 145，431956，000推計
1969 1，467 37，055 3 38，525 96，368 162，443955，000推計
1970 1，641 44，129 3 45，773 114，112 181，303 945，111国勢調査
1971 2，124 53，735 3 55，862 137，949 200，989 938，951
『琉球警察統計書』（1963年版1967年版，1971年版），「沖縄県交通白書』（昭和58年版），
「沖縄県人口の推移（明治36年以降）』（昭和49年）を参考に筆者作成。
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された1952年（「埋葬を廃した／喜如嘉部落の奮慣打破」）当時の沖縄の県下保有車両数は自家用・
営業用・外人用・官庁用などすべて車種を含めて2，780台のみであり，自動車はまだまだ珍しいも
のだった。しかし霊枢車（先に引用した記事内では「霊きゆう車」）という言葉は用いられていた
ようである。1958年（「旧十六日も戦後派」など）当時の台数は，自家用の乗用自動車台数だけで
2，443台に達し，県下保有車両数は10，000台を超えたものの，推定人口854000人（免許保有者数
22，377人）に対してはまだ台数は少なかった。リヤカー霊枢車の導入が記事になった1952年，清
明祭に車で乗り付けることが記事になった1958年を経て，1971年には霊枢車の代用として自家用
車が利用されるようになり，さらに本島北部の本部町でも町有の霊枢車が必要なものだと考えられ
るに至っている。
　その1971年には，人口938，951人に対し，自家用の乗用自動車数は50，000台（県下保有車両数
は130，000台）を超えている。1971年までの過去10年間で人口は90万人台で推移しているが，自
家用の乗用自動車数は5，000台から50，000台と10倍になっている。
　ここで，沖縄県下の自動車1台あたりの人数を算出（県人口÷県下保有車両数）してみると，
1952年には1台あたり271．5人だったが，1958年には77．7人，そして1971年には1台あたり6．8
人である。県下保有車両数は自家用・営業用・外人用・官庁用の総数だが，県民にとって自動車に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）触れる機会は急速に増えてきたことが読み取れる。次に，自家用の乗用自動車1台あたりで算出し
てみると，1958年の349．6人から，1971年には16．8人と，やはり急速に自動車が身近なものになっ
　　　　　　　　（17）ていた状況がわかる。戦後～日本復帰前のアメリカ統治下において，沖縄の自動車社会化は以上の
ように進んでいた。
（3）中城村屋宜での聞き書き
　戦前の沖縄本島南部には首里・那覇を中心に鉄道網が敷かれていた。那覇一与那原間の与那原線
（1914～1945年），古波蔵一嘉手納間の嘉手納線（1922～1945年），国場一糸満間の糸満線（1922
～ 1945年）の3線の汽車（蒸気・内燃）があった。また，与那原から泡瀬までは沖縄軌道（人
力・馬力。1914～1945年）もあった。しかしこれらはいずれも沖縄戦の戦災で失われた［今尾
2009］。
　戦前の沖縄本島中南部の東海岸の交通網は，首里から与那原まで与那原線与那原から泡瀬まで
は沖縄軌道，そして与那原から泡瀬にはボンネットバスも走っていた。しかし中城村からは，多く
の人が首里までは歩いて出かけていた。
　戦前の鉄道はいずれも戦災で失われ復旧しなかったが，戦後にはバス網が整備された。戦後の中
城村でいちばんはじめに車を買ったという屋宜の仲真家の男性（1932年生）は，バスの長期スト
があった昭和40（1965）年頃に，中古の日産プリンスを600ドルで購入した。新車だと1，200ドル
で，この額は20坪の家が買えたほどだという。その妻（1931年生）も昭和44（1969）年に「車持
たんと不自由感じる」と免許を取得した。この頃（1960年代後半）は先述した統計資料でも，自
家用の乗用自動車台数も免許保有者数も大幅に増加し始めた時期と一致する。多くの家庭で自動車
が必要とされ，かつ手に入れられるようになった時代の到来である。
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⑤… 伯動車での移動をともなう祖先祭祀行事の実例
　続いて，筆者の最近の調査をもとに，今日の祖先祭祀が自動車にいかに頼っているかを描き出し
てみたい。葬送においては，前述のように，喪家と火葬場を車で往復して遺体を火葬骨にすること
が当たり前となっているが，今日の沖縄の祖先祭祀（墓参りなど）の場においても自動車が不可欠
なものとなっていることが注目される。以下では，中城村北浜の仲松家の清明祭（2005年4月調査）
とウマチー（2008年7月調査），中城村屋宜の仲真家のウマチー（2009年6月調査），南風原町喜
屋武の清明祭（2011年4月調査）から，祖先祭祀における自動車利用の実態を提示する。
（1）中城村北浜の仲松家の清明祭一中城村から那覇市首里方面へ
　まず，中城村北浜の仲松姓の家々の清明祭の事例を提示する。調査日時は2005年4月10日（日
曜）および同月17日（日曜）である。
　仲松姓の家々は士族系門中の洪氏に属し，清明祭の墓参りは，那覇市内にある洪氏門中の大宗（我
如古家）の墓から始まり，同日に小宗（琉球王府時代に大宗家から独立した仲松家全体の祖先）の
墓参り，そして「高仲松」と称する，現在の北浜の仲松姓たちにつながる先祖の墓に参る。簡単に
言うと，大宗家と，そこから分家した小宗家と，そこから分家した高仲松というように，系譜関係
を現代の自分たちまで下るように墓をめぐるのである。そして，翌週の日曜日に，今度は中城村近
辺にある首里仲松（屋号。首里から中城村に移住してきた家で現在の北浜仲松全体の総本家に当た
る）家の墓や，自身の家の墓などをめぐる。このように，4月の日曜日には数週間にわたって，系
譜関係をふまえつつ，墓参りを繰り返すのである。特に清明の入り後の最初の日曜日には最も上と
される祖先の墓に参り，これを神御清明（カミウシーミー）と称する。
　では，北浜の仲松姓を例に，自動車での移動をともなう墓参りの事例を見てみよう。まずは
2005年4月10日（日曜）の神御清明からである（写真3～16，地図1（国土地理院地図5万分の
1より作成））。
　11時27分，自動車数台を乗り合わせて中城村北浜を出発。
　12時過ぎ頃，那覇市内の大宗の墓に北浜の仲松姓の家々が墓前に集合。墓前には重箱（餅，お
にぎり，卵焼き，莇蕩，かまぼこ，豚肉，昆布，ごぼう，厚揚げ豆腐），果物，泡盛が供えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　（18）また墓に向かって右側をヒジャリノカミと称し，そこにも線香を上げ泡盛をかける。準備が整い次
第，揃って線香をあげて墓を拝み，自動車で次の墓へ移動。
　13時前，小宗の墓（洪氏仲松門中之墓。洪氏門中内でも仲松・仲尾次姓の家々の祖）に到着。
このときには筆者が同行した北浜の仲松の先に他の洪氏門中の一団が到着して墓参りを行っていた
ので暫く墓前があくのを待つ。このように洪氏の大宗家・小宗家の墓参りは，門中の分節集団ごと
にめいめい集まって行っており，たとえば沖縄県内各地の仲松姓の門中が時間を合わせて集合する
ということはしていない。
　13時過ぎに，墓前に重箱を供え線香をあげ，ヒジャリノカミにも線香をあげてから，揃って小
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写真3　11時27分北浜を出発 写真4　12時00分　洪氏大宗の墓
写真5　12時15分大宗の墓前に集合 写真6　12時16分大宗の墓前で重箱を広げる
写真712時22分大宗の墓前のオガミ 写真8　12時57分　洪氏小宗の墓碑
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写真9　13時09分　小宗の墓前のオガミ 写真10　13時43分墓前にシートを広げる
写真11　13時50分　高仲松の墓前のオガミ 写真1213時55分線香を供える
写真13　13時56分　再度，オガミ 写真1413時59分重箱から取り分ける
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写真15　14時04分　墓前で食事 写真1615時10分帰り際にオガミ
爪
　　　　　　　　　　地図1　中城村北浜の洪氏仲松家の清明祭
・懲夢1
3000m
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宗の墓を拝む。そのあとすぐにまた自動車に乗って移動する。
　13時50分，高仲松の墓前に集合。重箱・線香を供え，ヒジャリノカミにも線香をあげ，揃って
墓を拝む。
　14時頃から，これまで3カ所の墓前に供えてきた重箱の中身を参加者全員で取り分けて，墓前
で揃って食事をする。沖縄の墓参りは親戚全員のピクニックのようなものとよく説明される通りの
光景である。年に1度，北浜の仲松姓の家々が連れだって墓前に集合し，重箱の中身を親戚や先祖
と分け合って歓談する。この機会に門中の総会が開かれ，報告などが行われる。
　15時頃，1時間ほど食事をしてからまた車に乗り合わせて現地解散しめいめい帰宅し，4月の第
1日曜日の神御清明を終える。
　翌週の日曜日には中城村内の墓所へ墓参りに行く。屋号・四男加那仲松（葬送の調査票の昭和の
事例の話者でもある）の墓参りに同行させてもらった（写真17～24）。
写真17　13時51分　お供え物 写真1813時52分ウチカビ
????
写真1913時52分オガミ 写真2013時53分ヒジャリノカミ
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　13時50分ごろ，重箱（餅・おにぎり），果物，泡盛スーパーで購入したオードブルを持って，
自分の家の墓に向かう。墓に向かって左側でウチカビ（紙銭）を燃やし泡盛をかけ，続いて向かっ
て右側脇のヒジャリノカミにも重箱の中身を供えウチカビを燃やしてから家族揃って墓を拝み，重
箱の中身を広げて食事をする。祖先と共に共食することが目的で，この時は食事と言っても数分で
済ませた。
　14時30分，本家に当たる屋号・首里仲松家の墓に顔を出し，既に食事を始めていた首里仲松家
の人々と食事を共にし，15時過ぎ頃にそこを辞した。
　以上が，2週にわたって日曜日の午後に行われた墓参りの1例である。特に1週目の神御清明には，
中城村から那覇市内の3ヵ所の墓所を回るため，自動車が不可欠である。というよりも，自動車で
の移動を大前提に親戚一同の参加が可能となっている。自動車社会化のおかげで，体力の無い世代
一年少者や年配者一も行事に参加できるようになった事例である。
写真21　13時55分　墓前で食事
滋鎌緩ぷ灘㌘
写真2214時14分最後にオガミ
写真23　14時30分　「首里仲松」の墓前で食事 写真24　墓の左側，まだ墓を建てない分家の墓
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（2）中城村北浜の仲松家のウマチー一中城村から那覇市首里・与那原へ
　続いて同じ門中の集団が行う，ウマチー（御祭）の事例を提示する。調査は2008年7月17日（火
曜：旧暦6月15日の六月ウマチー）に行った。この祭祀の対象は，大宗家および小宗家のブツダ
ン（カミダナ）である。中城村から与那原町の大宗家や那覇市の小宗家へと移動するため，自動車
社会化によって祭祀へ向かうことが容易になった反面，前項の清明祭と異なり一族総出ではなく祭
祀に熱心な一部の年配者が参加し続け，世代交代が行われなくなった事例である（写真25～30，
地図2（国土地理院地図5万分の1より作成））。
　4月の清明祭は北浜から大勢の参加者が出向いたが，ウマチーの際に門中の大宗家・小宗家を訪
ねるのは少数で，しかも連れだって行かずに，個々人で訪問する。
　10時20分に首里城に近い那覇市首里鳥堀町の小宗家を訪問する。この家は洪氏門中内でも仲松
および仲尾次を苗字とする家々共通の祖の直系に当たる。この家のブツダンは，小宗の初代以降枝
分かれした門中を対象とするものと，小宗家直系で当代の世帯につながるものとに分かれている。
ウマチーの行事で祭祀の対象となるのは前者である。そこに祀られている香炉に線香を供え，ハナ
グミ（花米）と呼ばれる米を持ち帰る。小宗家の家族やそこに居合わせた他の地域に住む仲松姓の
人々としばし談笑し情報交換（たとえば個人の動向や，系図の作成状況など）を行う。小宗家のブ
ツダンを拝んだら，次に系図をさかのぼって大宗家のブツダンを拝みに移動する。
　12時頃，首里を離れ島尻郡与那原町に住んでいる大宗家に到着する。大宗家のブツダンは左側
に代々の位牌が安置されているが，今回の祭祀対象はその右側にある香炉で，同様に線香を供え，
ハナグミを持ち帰る。
鱈謡r
冠筆。
1‘・’坊・‘
???
首
里
難那原
潔　こ糟］　　　　　　　こ
地図2　中城村北浜の洪氏仲松家のウマチー
336
［葬送の変化と祖先祭祀行事の自動車社会化］　　武井基晃
写真25　10時20分　洪氏小宗のブツダン 写真26　洪氏小宗の香炉
写真27　12時16分　洪氏大宗家
しLl
写真28　洪氏大宗家のフツタン
写真29　洪氏大宗家の香炉 写真30　八ナクミ
337
国立歴史民俗博物館研究報告
第191集2015年2月
（3）中城村屋宜の仲真家のウマチー一中城村から那覇市・沖縄市へ
　もう一つ．同じ中城村内の屋宜に住む，別の門中を事例に，移動をともなう祖先祭祀についてみ
てみよう。対象は，馬氏門中の仲真姓の人々で2009年6月7日（日曜：旧暦5月15日の五月ウマ
チー）に調査を行った（写真31～37，地図3（国土地理院地図5万分の1より作成））。
　この事例では，祭祀の対象となる大宗家は那覇市天久に，小宗家は沖縄市泡瀬に住んでいる。両
市は調査対象者の住所である中城村を挟んで全く反対の方向である。歩いて行っていた頃は，首里
㍉
??????
天、
・鷲
、繕灘鍵織灘i灘藤嶽
　　　　　　　　　　地図3
¶???
屋
宜
灘頚
灘　一
　中城村屋宜の馬氏仲真家のウマチー
響ぎiジ
写真31　14時26分　馬氏大宗家のウマチー 写真32　馬氏大宗家のブツダン
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離燃
灘ぶ．綴
灘＿〔
　　鰯ぺぷ　や　トピら
㌶糞
灘
写真33　壁に貼られた馬氏の家系図
写真34　15時40分　馬氏小宗家のウマチー 写真35　馬氏小宗家のブツダン
写真36　「大祖元」「仲松家先祖代々」 写真37　馬氏小宗家の香炉
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（那覇）に行く人，泡瀬に行く人と代表を決めて行っていたが，自動車の時代になって両方行くよ
うになった。自動車の利用のおかげで午後の数時間足らずで，年寄りたちだけでも，2カ所の祭祀
が済ませられるようになった事例である。
　13時30分，車で出発。近所の同じ門中の人と乗り合わせていく。毎年同じ日付（旧暦）・同じ
時刻なので，事前に時間の確認もせずに集合できる。日曜なので孫は野球の試合。
　14時15分，那覇市天久のコンビニで数台の自動車が集合。
　14時25分，馬氏大宗家のブツダンを拝み，香炉に線香を供える。また，ブツダンの脇の壁に貼
られた家系図を見て，自分の属する門中の集団がどのように大宗家から分かれたか，分節を確認す
る。これはつまり，自分自身と大宗の初代である元祖がどうつながるかの確認である。
　14時45分に大宗家を辞して小宗家に移動する（途中，渋滞に巻き込まれたが，この渋滞はウマチー
のための自動車移動が大きな原因である）。
　15時45分，沖縄市泡瀬の仲真家の小宗家のブツダンを拝む。この家は馬氏門中のうち仲真姓の
家々の祖である。この日の拝みの対象は「大祖元／仲真家先祖代々之霊位」と記された位牌と香炉
である。
　16時00分に辞して帰路についた。
　以上，中城村に居住する士族系門中を対象に，大宗家と小宗家の墓参りを行うセーメーと，ブツ
ダンを拝みに出向くウマチーの事例を挙げて，自動車での移動が可能になったおかげでこれらが容
易に果たされていることが明らかになった。
（4）南風原町喜屋武の門中墓の清明祭一南風原町一帯の門中墓
　最後に，門中墓地帯においても，やはり自動車を利用して一家総出のセーメー（清明祭）墓参り
が行われている事例を見てみよう。調査は2011年4月10日（日曜）に，南風原喜屋武の一家・山
口門中（糸満ビチ）の赤嶺家を対象に行った（写真38～47，地図4（国土地理院地図1万分の1
より作成））。
　父系関係で結ばれた複数の家族からなる門中によって墓が共有される門中墓だが，清明祭の墓参
りにその関係者全員が一堂に会するといったことはなく，喜屋武では家族や近い親戚（チュチョー
デー）ごとに行われている。ただし，どの日取りで清明祭をするかは南風原町が決め，「町清明祭」
として通知される。それぞれの墓を利用する家族が代わる代わる墓参りに来るので，墓前でゆっく
り食事をとることはできない。ただし門中によっては共同で準備した重箱を分けることもあるとい
う。
　筆者が同行したのは2兄弟とその家族（計10人）での清明祭の墓参りだった（例年は3兄弟の
家族で出向くが，この年は長男のみ用事のため午前中に済ませてしまった）。清明の入りの日（4
月5日火曜日）には，門中の年配者・長老たちが拝みに出向いているが，その後の最初の日曜日に
各家庭がそれぞれ墓参りを行う。
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地図4　南風原町喜屋武の山口門中の清明祭
写真38　15時05分南風原の清明祭「卜一シー墓」
写真40　15時24分　南風原の清明祭「アジシー墓」
写真39　15時05分　南風原の清明祭「卜一シー墓」
写真41　15時30分南風原の清明祭「アジシー墓」の裏手
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欝鞘
繋
　…べ汝
＆せ㌔
無。
写真42　15時30分　南風原の清明祭「アジシー墓」の裏手　　写真43　15時40分　南風原の清明祭「按司御墓」（文化財）
写真45　15時40分南風原の清明祭「按司御墓」（文化財）
写真44　15時40分　南風原の清明祭「按司御墓」（文化財）
写真46　15時45分　　南風原町の慰霊塔 写真47　15時45分南風原町の戦没者碑
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　15時05分，自宅から徒歩で南風平原のトーシー（当世）墓に向かい墓参りをする。当世墓とは，
今の世（世代）も用いている墓で，面識のある上の世代も納骨されており，男性の場合はいずれ自
身も死後ここに納骨される墓である。別の世帯が先に拝んでいたのでしばし順番を待ってから拝ん
だ。
　15時24分，自動車で黄金森にあるアジシー（按司世）墓へ移動し，拝む。按司世墓とは，現在
は使用されていないが，按司（かつて支配者層）の時代，つまり遠い昔に用いられていた墓の意で，
門中の遠い先祖を葬るとされる。
　15時30分，アジシー（按司世）墓の裏手も拝む。以前は拝んでいなかったが，骨が出てからそ
の場所も拝み始めた。自分たちとの関係は不明であるという。
　15時40分，自動車で，黄金森の北端の，南風原小・中学校近くの「按司御墓」（南風原町教育
委員会の案内板も立つ）へ移動し拝む。喜屋武では本稿で同行した山口門中だけが拝んでいる。
　15時45分，「按司御墓」のすぐ脇にある，南風原町の慰霊塔と戦没者碑（南風原町平和の礎。
南風原町兼城765番地）に向かう。ここには南風原町民の戦没者が字ごとに刻まれており，その喜
屋武のところに目を向ける。小学生の子どもたちにも戦争について話して聞かせる。
　以上のように，系譜関係・血縁関係のはっきりした上の世代の人が葬られているトーシー（当
世）墓から始まり，この地域に住んでいた先祖を按司の時代や戦中などに遡って確認し拝む行為を，
1km四方の範囲内を自動車で移動し，1時間弱の間に行っている。実は現在，トーシー墓だけを墓
参りの対象とし，それより上の墓は拝まないようにしようという意見も門中の中から出ているそう
だが，一方で教育・伝承の機会として按司の墓や戦没者碑を回り続ける必要も説かれている。
　なお，南風原の喜屋武などムラのウマチーは集落内の聖地（井戸や古い家などを含む）の巡回な
ので，ムラ内の門中ごとに徒歩で行っている。大人だけでなく幼い子どもたちも参加している。
おわりに
　本稿では，火葬の導入・葬祭業者の関与による葬送の変化一昭和と平成の事例の比較一と，自動
車社会化による祖先祭祀の行事の変化一戦後から今日までの自動車社会化の進展過程一という，2
種類の変化と時間軸に着目して論じてきた。
　葬儀の前の火葬が当たり前となった今日では，火葬許可を得られる死後24時間後以降のどのタ
イミングで火葬場が利用できるかで，葬送の日程が決まる。副葬品も火葬場で燃やせるものに限る
など，火葬場の都合と事情が大きく影響している。葬祭業者の関与によって葬儀における地域社会
の負担が減ったのは沖縄県も他地域と同じだが，それは喪主家の金銭的負担に現れる。告別式のほ
かに初七日，四十九日など奇数回の法要にお金がかかり，支出の変動は参列者や焼香に来た人へ渡
すお礼の品の数によるものだった。
　自動車社会化という変化もまた，葬送や祖先祭祀に大きな影響を及ぼした。通夜の後，葬儀の前
に火葬場へ遺体を運ぶのにも自動車は不可欠であるし，今日の祖先祭祀の行事は自動車での移動を
前提に成立している。自動車によって，体力の無い世代を含む親戚一同の参加が可能となっている
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ことを明らかにするとともに，自動車社会化後の家庭の祖先祭祀に関与する世代の実態も示した。
　徒歩で移動していた自動車社会化以前は，離れた墓や宗家へは体力のある若者だけが，一家や門
中や地域を代表して，徒歩で1日かけて向かっていた。そうした状況に自動車社会化がもたらした
変化は2通りある。1つは，自動車で移動できるようになったおかげで，体力の無い世代一年少者
や年配者一も行事に参加できるようになったという変化である。そしてもう1つは，自動車で移動
できるばかりに，年配者だけが行事に参加し世代交代が阻まれているという変化である。
　自動車の普及のおかげで複数箇所にも距離の離れた場所にも1日で，家族・親戚一同が揃って出
かけられるようになり，年配者を含めた幅広い世代の行事への参加が多くの家庭や門中で実現して
いる。このことが，子や孫とともに祖先祭祀に参加し続けたいという年配者本人たちの希望を実現
させているのならば非常に良いことであり，年配者が祖先祭祀の行事の場を取りしきりつつ若い世
代に行事の作法を伝えることにもつながる。しかしその一方で，自動車の移動が，行事の参加者を
変化させにくくしている面があることも指摘しなければならない。家族総出での行事への参加を実
現させた自動車の普及は，反面，年配者だけでの行事の参加ひいては若者の不参加をも可能にした
のである。清明祭は日曜日に，ウマチーは旧暦2・5・6月15日（あるいはそれに近い日曜）に開
催されるが，平日には若者は仕事や学校があり参加できないし，日曜の場合も若者は他の用事のた
めに参加したがらない。そのため，若い頃に徒歩での墓参りやブツダンの拝みを経験した世代が，
年を経た今もなお自動車で出向いて祖先祭祀を続けているという現実もあるのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　コ　　　リ　　　　　自動車の普及によって，かつての徒歩の時代とは異なり，若者が長距離を歩けない年配者に代
つ　　　　　　　　
わって一家・門中・地域を代表して拝みに行かずとも済む状況が生み出され，結果，祖先祭祀に熱
　　　　　　コ　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心な年配者が若者に代わっていつまでも祭祀行事に参加し続けなければならないという状況さえ生
じている。そうなると行事への参加者の若返りや世代交代が遅れるばかりか，家庭や門中によって
は，年配者の引退にともなって祖先祭祀の行事が次世代に継承されないまま終焉してしまう事態も
起こっている。このことがいま沖縄の祖先祭祀の現場で問題となっているのである。
　最後に，葬祭業者と自動車社会化の2点それぞれについて，今後の課題を挙げてみたい。まず，
本稿で挙げた事例ではまだ自宅での葬儀が続いているので，今後沖縄での葬祭ホールの利用がどの
ように進むかを見ていかなければならない。また墓地に関して，既存の墓地の整備事業はもちろん，
最近沖縄で広まっている（従来の沖縄の墓と比べるとはるかに小ぶりの）分譲墓地の購入も見逃せ
ない変化である。さらに自動車社会化については，主に門中ごとに企画されるバスによる聖地巡り
の小旅行についても考えていきたい。たとえば中城村屋宜の馬氏仲真門中はアガリマーイ（沖縄本
島南部の聖地巡拝）とナキジンマーイ（沖縄本島北部の聖地巡拝）を7年に1度しており，かつて
は歩き（アガリマーイは3日間，ナキジンマーイは1週間）だったが，今はバスを頼んで1日で済
ませられるようになっている。
　なお，本稿で引用した中城村の葬送についての昭和の事例と平成の事例の詳細は，本報告書に掲
載されている資料紹介を参照していただきたい。また本稿でも言及した葬祭業者の利用に対する喪
主の金銭負担については本報告書に掲載されている研究ノートで他地域の事例を用いより詳細に分
析している。
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註（1）一門中墓地帯（南風原町喜屋武）における洗骨と，
火葬導入後の今日について，赤嶺政信は次のように記し
ている。「門中に死者が出ると，葬儀に先立って墓室に
先に安置されている死者の棺を墓庭に出し身内とごく近
い親戚によって洗骨（洗骨することをギレーユンという）
が行われた。（略）完全に白骨化していない死者は現世
への執着があるからだという解釈もあって，関係者は，
棺を開けて白骨化を確認するまで極度の緊張感を強いら
れたという。火葬が普及した今日でも，先に納まってい
る遺骨を出して形式的に骨を洗い（拭き）その遺骨を奥
に収め直すことは行われている」［赤嶺2002］。
（2）一徒歩から自動車への移動手段の変化について
は，四国遍路における，いわゆる「車遍路」に関しても
論じられている。坂田正顕は徒歩遍路と車遍路の体験を
様々な面から比較し，たとえば前者では道中修行で，後
者では霊場修行で充実感が得られるなど表層的な分化に
とどまらないことを明らかにした［坂田1999］。関三雄
は交通手段・交通事情の発達にともなう車遍路の展開に
ついて電車・路線バスの利用から，マイクロバスのツアー
への参加，そしてマイカーによる少人数の仲間での遍路
（さらにはヘリコプターによる空中参拝）など，その移
動メディアの多様性を論じている［関1999］。
（3）一津波高志も，奄美大島の葬送の変化を見るに当
たって交通網の整備という社会変化に目配せしている。
奄美大島が日本に復帰したのは1953年で，1961年に「県
道の湯湾思勝名瀬線が開通し，名瀬から大和浜までバス
の運行が開始された」，「それまでは名瀬と大和村を結ぶ
交通手段はポンポン船しかなかった」。船で片道1時間
半（冬の天気の悪い日は半日かけて徒歩）の行程が，バ
スの開通によって30分に短縮された［津波201275
頁］。
（4）一この両地域の成立から現状については武井
2007参照のこと。
（5）一大正14年に，沖縄県庁学務課の島袋源一郎が
各町村にある尋常高等小学校などの学校長宛に依頼し，
回答を集めたもの。回答書はいずれも便箋に縦書きだが，
書式は統一されておらず，載せられた情報は執筆者ごと
異なる。島袋からはとにかく字名と屋取名が求められた
らしく，この2つの情報はどの回答書にも記されている。
中城村を例に記述すると，「1．字」として伊集，和宇慶，
津覇，奥間，安里，当間，新垣，屋宜，添石，伊舎堂，泊，
久場，熱田，和仁屋，渡口，島袋，比嘉，喜舎場，仲順，
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瑞慶覧，安谷屋，荻道，大城の23ヵ所，そして「2．小
字（土地整理後行政区域トサレタルモノ）」として南上原，
北上原，登又，屋宜原の4ヵ所が記載されている。この
うち，前者が琉球王府時代より成立していた古村（ムラ）
であり，後者がヤードゥイから明治32年の土地整理に
際して独立した新村である。さらに字内にある「所属屋
取名」も同調査票には記されており，それは和宇慶ノ前，
安里，仲松，謝名堂，前原小，高江洲，仲真，前大屋小，
下ノ川，台城，石平，奥間ノ上，親南原，風花，米須，
袖花，屋良小，大平である。
（6）一大正8年に国土地理院が地図を作成する前段階
として作成した調書。国土地理院所蔵。中城村について，
地名の前に「字」と付された23ヵ所（古村）と，付さ
れていない4ヵ所（新村），そして「字二属スル部落」（屋
取）に集落が分類されている。
（7）一本稿ではブツダンで統一したが，カミダナと呼
ばれることもある。というのも，代数を経た家（宗家）
では位牌のほかに，香炉が祀られているからである。「位
牌に名を記された先祖はせいぜい二十代以内である。位
牌以前の先祖は父系親族の宗家『ムートゥ』の神棚でま
つられる。名も知られていない遠祖は神棚の香炉をとお
して，抽象的な祖神『ンチャンウヤフジ』（お神となら
れた祖先）として合祀される。それゆえに神棚と呼ばれ
るのである。位牌と神香炉は，個性的な祖先と抽象的・
集合的な祖神，一族の分節と宗家の関係，に対応してい
る」［平敷　199432頁］。
（8）一「墓口を開ける人は死者が子年であれば，子・
丑・寅・卯・辰はカイクミと称され携わることができず，
巳・午・未・申・酉・戌・亥はウチハナと称され，墓口
の開閉に携わってよい。実際は墓口は大きい石なので，
びくともしない。それで3回たたいて開けるしぐさだけ
をする。たたいたら，あとは誰が開けてもかまわない」［名
嘉真　1989240頁］。
（9）一いなんせ斎苑は沖縄県の南部広域市町村圏事務
組合が運営する火葬場で，2002年に供用が開始された。
大人の使用料金は，那覇・浦添市内が25000円，その
他圏内（糸満市，豊見城市，南城市，南風原町，与那原
町，久米島町，渡嘉敷村，座間味村，粟国村，渡名喜
村，北大東村，南大東村）は50COO円，南部広域市町
村圏外は60，000円である。本稿の事例は中城村の方な
ので60000円を支出した。なお，適用区分として大人（満
12歳以上）以外に，小人（満12歳未満。那覇浦添＝
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15，000円，圏内＝25ρ00円，圏外＝30000円），死産児（那
覇浦添＝8ρ00円，圏内＝15，000円，圏外＝16POO円），
さらに改葬遺骨（那覇浦添＝10，000円，圏内＝18ρ00円，
圏外＝20000円）という料金が設定されている。
（10）一「以前の安謝火葬場（那覇市）では火葬に2～
3時間ほどかかっていたから，大幅な時間短縮である。
このため，以前ならば参列者は火葬の間1度喪家に戻っ
ていたが，いなんせ斎苑ではその必要がなくなった。斎
苑にはそのための待合室が設けられている」［加藤
2010　128頁］。
（11）　　四十九日までの7回のナンカスーコー（七日焼
香）のあとは「ヒヤッカニチ（百日目）とニンチスーコー
（年忌焼香）がある。ニンチスーコーは，イヌイ（一年忌），
ンチュヌイヌイ（三年忌），シチニンチ（七年忌），ジー
サンニンチ（十三年忌），ニジューグニンチ（二十五年忌），
サンジューサンニンチ（三十三年忌）の6回行われる」［名
嘉真　1989　243頁］。
（12）一藤井正雄は「墓の年忌」について「比較的新し
い習俗」，「死者がでないことをもって慶事とする考えが，
墓の年忌なる習俗を生み，次第にひとりだちしていった」
と考えている［藤井　1989321頁］。
（13）一四十九日まではそれぞれ行ったが一周忌は母の
命日に合わせて父母一緒の日に行っている。
（14）一ここに紹介した新聞資料は井口学氏の情報提供
によるものである。
（15）一尾崎によると，大宜味村喜如嘉における火葬第
1号は，火葬場の落成祝賀会（1951年12月）の1週間後，
1952年1月に亡くなった85歳の女性だった。もし第1
号が若い人だったらタタリと受け止められ利用が続かな
くなるかもしれないと心配されていたが，高齢の女性で
あり，その火葬骨が白くきれいであることで皆が満足し，
火葬場の利用が進んだ。こうした経緯を尾崎は「納得の
論理」として論じている［尾崎　1996］。
（16）　最新（2013年6月）の統計資料（http：／／www．
pre£okinawajp／toukeika／so／so．html）から算出してみ
ると，県人口1414β83人，自動車保有台数（総計から
被牽引牽引車，小型二輪車を引いた台数）は1，020，554
台で，1台あたり1．4人である。
（17）一最新（2013年6月）の統計資料から算出して
みると，乗用車（普通および小型）は35＆543台で，1
台あたり3．9人である。
（18）一「県下の広い範囲にわたって，いまでも墓には
フィザァイ，ヒジャイなどと通称される守墓神がいると
考えられている。私は，この神は中国の后土神に淵源を
もつと考えている。その称呼は，墓の向かって右隅（墓
からみた左隅）にいると考えられているところに起因す
る俗称」［窪　1989359頁］。
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Changes　in　Funeral　Customs　and　the　Illcreasing　Use　of　Alltomobiles　at
Ancestor　Worship：ACase　Study　of　the　South－Central　Part　of　Okinawa
Main　Island
TAKEI　Motoald
　　　This　arUcle　discusses　the　high　economic　growth　in　Okinawa…血er　Wbrld　War　II，　as　well　as　changes
in　their　funeral　rites　and　grave　systems　l）efore　and　after　it，　by　examining　shifts　in　two　aspects：the
introduction　of　cremation　and　the　involvement　of　funeral　directors；and　the　motorization　of　society
Section　l　outlines　the　funeral　rites　and　grave　systems　and　the　motorization　of　society　in　Oldnawa．
Section　2　describes　the　outline　and　history　of　a　hamlet　formed　by　reclamation　of　noble　class，　namely
Nakagusuku　Village，　Nakagami　District，　which　is　located　in　the　south－central　part　of　Okinawa　Main
Island　and　serves　as　a　case　study　of　family　graves．　The　section　also　sketches　out　Kyan，　Haebaru
Tbwn，　which　is　covered　by“Collection　of　Materials　on　the　Death，　Funeral　Rites，　and　Grave　Systems”
as　an　area　with　a　patrilinea1－based　grave　system．　Section　3　uses　the　results　of　a　ques60nnaire　survey
on　funeral　rites　in　Nakagusuku　Village　in　the　Showa（1926－1989）and　Heisei（1989－）Eras　to　discuss
the　changes　caused　by　the　introduction　of　cremation　and　the　involvement　of　funeral　directors．　For
example，　the　date　of　a　funeral　service　is　determined　by　when　a　cremadon　se而ce　is　available．　With
regard　to　the　involvement　of　funeral　directors，　the　section　uses　the　record　of　expenses　of　a　recent
funeral　to　analyze　the　spending　trend　during　the　period　from　the　funeral　service　to　the　memorial
service　marking　the　49th　day　after　the　death．　A　comparative　study　is　also　undertaken　with　Kyan，
Haebaru　Town．
　　　Re允rring　to　other　articles，　Section　4　discusses　the　process　of　the　shift　in　body　transportation　from
bier　to　automobile（hearse）as　automobile　use　was　spreading　in　the　society　and　funeral　practices　were
changing．　Moreover，　statistical　data，　such　as　the　number　of　private　automobiles　and　licensed　drivers
in　Okinawa，　are　used　to　indicate　how　the　motorization　of　society　was　progressing　in　the　society
after　Wbrld　War　II　until　the　retrocession　of　Okinawa　to　Japan．　Based　on　the　field　study　of　the　author，
Section　5　describes　how　festivals　and　rituals　fbr　ancestors（e．g．，　the　Seimei　Festival　to　visit　graves　and
the　Umachi　Festival　to　visit　the　head　family　house　to　pray　at　the　family　alter）are　performed　now　in
Okinawa　and　how　automobile　use　has　affected　them．　The　section　indicates　that　while　automobiles
enable　the　elderly　to　continue　to　attend　these　rituals，　in　another　aspect，　they　prevent　generation
changes．
Key　words：introduction　of　cremation，　involvement　of　funeral　directors，　case　studies　of　the　Showa　and
Heisei　Eras，　festivals　and　rituals　for　ancestors，　motorization　of　society
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